




排水ポンプ車

防災ヘリコプター（まんなか号）

水中ポンプ、発電機、ホースを１台
の車両に搭載して、浸水被害箇所に
おいて、１台で排水作業が可能とな
ります。

ポンプ本体が軽量であり、人力で
の運搬・設置が可能となっています。
・30m3/分タイプ →小学校プールを

１２分で空にできる。
・ポンプ単体重量 →３５kg
・ポンプ口径 →２００mm

保有台数 ３７台
30m3/min ３２台
15m3/min高揚程 １台
30m3/min高揚程 ２台
40m3/min ２台

交通が遮断されるような箇所、山間部や
海岸部の情報収集を空中より行い、空
撮した画像をヘリサットにより通信衛星
経由で伝えます。

主な利用目的
・災害時における情報収集
・現地調査
・災害防止活動調査

・施設管理

装備品
テレビカメラ（最大96倍ズーム)
赤外線カメラ
垂直写真カメラ
画像伝送システム

仕様
・搭乗者数 ８名（操縦士等３名は除く）
・最大運航時間 ４名乗車時 約３時間

11名乗車時 1時間30分
・平均巡航速度 200km/h 



照 明 車

衛星通信車

夜間や悪天候時に、安全で迅速かつ
確実に作業ができるよう十分な照明
を確保し、作業の支援を行います。

・明るさ ５０ｍ先で新聞が読める程度
・高 さ ３階建てビルの屋上から照らす程度

保有台数 ３４台
12KVA 10m級 ２台
12KVA 20m級 14台

20KVA 10m級 ５台
25KVA 10m級 10台
25KVA 20m級 ３台

日本国内ならどこからでも、衛星を
通じて、被災箇所の画像、音声な
どの情報通信手段を提供します。

・伝送容量・・・画像１回線、電話６回線

保有台数 ６台

対策本部車
災害現場の情報収集や応急対策の指
揮を行う現地対策本部として活用しま
す。

・室内スペース 約１４畳
・対策本部車どうし２台の接続可能

保有台数 ８台



待機支援車

応急組立橋

無人化施工バックホウ

災害現場で作業を実施している職員や作業員の
休憩や食事などを行うための支援を行います。

・左の写真の小型タイプで４人が仮眠可能です。

保有台数 ７台
大型 ３台
バス型 １台
小型 ３台

橋や道が流され、緊急に交通路を
確保する必要がある場合に、組立
式の橋を短期間で架設できます。
２０ｔ～２５ｔの車両が通行できます。
保管事務所毎の規格は以下のと
おり。

・中部技術事務所 支間長４０ｍまで
・北勢国道・岐阜国道・飯田国道

支間長５０ｍまで
・静岡国道事務所 支間長４０ｍまで

保有数 ５橋

地震等の発生により天然ダムの発生や陸
路が寸断されている箇所で災害が発生し
た場合、速やかな応急復旧を実施します。

・車両・・・標準（山積）JIS 1.0㎥級バックホウ
・分解ユニット・・・・１３ブロックに分解可能

最大重量約２．８ｔ
・遠隔操作・・・実用距離 約１５０ｍ 連続8時間運転
・装備・・・３Ｄマシンガイダンス機能（遠隔操縦）
・分解・組立には、クレーンなどの機材とスペースが

必要。

保有台数 ２台

奈良県十津川村での仮設状況







国土交通省 中部地方整備局

企画部 防災課(052-953-8357) ・ 施工企画課(052-953-8180)

〒460-8514 愛知県名古屋市中区三の丸2丁目5番１号 名古屋合同庁舎第二号館


